
身体拘束率の推移 令和8年9月3日

◆傾向◆

　身体拘束率は身体拘束の必要性を見直すことで令和8年2月をピークに減少

傾向となる。しばらくは横ばいであったが6月から安全ベルトの使用件数が増

えたため身体拘束率は増加傾向となった。

身体拘束率【全病棟】
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